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６. １ 全銀システム通信情報登録 
 

１ 通常の操作手順 

 

銀行センターの情報を新規登録する方法について説明します。 

なお、三井住友銀行センターおよび日本総研センターの通信情報は登録されています。 

 

 

 

 

  ＜口座情報・運用環境登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜センター一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 通信情報の新規登録 

(1) 口座情報・運用環境登録サブメニューから 

「全銀システム通信情報登録」を選択して 

ください。 

(2)センター一覧画面が表示されます。 

  ①外線発信番号が必要な場合は、 

外線発信番号を入力してください。 

  ②ダイヤル形式を選択してください。 

  ③新規登録ボタンを押してください。 

③ 

② ① 
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  ＜通信情報の登録：新規登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜通信情報の登録：新規登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●三井住友銀行のセンターは下記のとおり設定されています。 

 銀行センター確認コード 電話番号 

東京センター ０００００００００９０００１ ０３-５４４４-４８００ 

大阪センター ０００００００００９００１１ ０６-６２５８-５２００ 

 

(3)通信情報の新規登録画面が表示されます。 

●銀行センター確認コード／センター名／ 

電話番号の情報を入力してください。 

●データ圧縮機能／使用する通信モードを 

選択してください。 

 ※銀行センター確認コード等は金融機関 

ごとに異なります。詳細につきましては 

お取引の金融機関にお問い合わせくださ

い。 

  
～ＴＣＰ／ＩＰ設定～ 

通信情報の登録画面でＴＣＰ／ＩＰ設定ボタンを

押すと「ＴＣＰ／ＩＰ設定」画面が表示されます。 

① ＩＰアドレス／ユーザーＩＤ／パスワード／ 

伝送時ブロッキングサイズを入力してく

ださい。 

※上記設定値は金融機関ごとに異なります。

詳細につきましてはお取引の金融機関に 

お問い合わせください。 

②保存ボタンを押してください。 

                                                

(4)通信情報の新規登録画面に戻ります。 

 ①保存ボタンを押してください。 

 ②メニューへボタンを押してください。 

① ② 

② 

① 
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６. ２ 全銀システム口座情報登録 
 

１ 通常の操作手順 

 

ご利用口座を新規登録する方法を説明します。 

三井住友銀行の口座を登録する場合、下記の書類をお手元にご準備のうえ必要事項を入力してください。 

 

 ○三井住友銀行のファームバンキングサービス申込書兼手数料引落依頼書 

 ○三井住友銀行の総合振込・給与(賞与)振込・個人地方税納付データ伝送サービス申込書 

 

 

 

 

  ＜口座情報・運用環境登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜口座情報一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ ご利用口座の新規登録 

(1)口座情報・運用環境登録サブメニューから 

「全銀システム口座情報登録」を選択して 

ください。 

(2)口座情報一覧が表示されます。 

  新規登録ボタンを押してください。 
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＜新規登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜会社コード＞ 

 

 

 

 

   ※上記会社コードは入力例です。 

 

 

 

 

(3)新規登録画面が表示されます。 

①金融機関情報を入力してください。 

②科目／口座番号を入力してください。 

③口座名(ｶﾅ)を半角カナ(※)で入力して 

ください。 

※利用可能な文字につきましては[15．全銀使 

用可能文字一覧](15-1 ﾍﾟｰｼﾞ)をご確認 

ください。 

※口座名(漢字)は任意項目です。 

④企業コード(14桁)を入力してください。 

⑤銀行センター確認コードを選択してくださ 

い。 

⑥データ伝送サービスをご利用の場合、会社 

コードを登録します。 新規登録ボタンを 

押してください。 

⑦入力が終了しましたら、保存ボタンを押して  

ください。 

⑧引き続き口座を登録する場合は 

 新規登録を続けるボタンを押してください。 

⑨口座情報の登録を終了する場合は 

 メニューへボタンを押してください。 

～会社コード入力～ 

 会社コードの登録をします。 

 会社コードはサービス毎／出金口座毎に採番 

される 10 桁の数字です。 

①会社コードを入力してください。 

 ②会社コードを識別できるメモを入力して 

ください。 

 ③保存ボタンを押してください。 

③ 

① 

② 

⑥ 

⑧ ⑦ ⑨ 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

～金融機関検索～ 

 金融機関検索ボタンより検索が可能です 

 該当の銀行名／支店名を選択してください。 
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６. ３ 振込手数料の設定 
 

１ 通常の操作手順 

 

総合振込サービス／給与（賞与）振込サービス／振込・振替サービスを利用するには、振込手数料 

の設定が必要です。総合振込サービスまたは振込・振替サービスで、振込手数料が先方負担の場合は、 

ここで設定した手数料を差し引いた金額が振り込まれます。 

※三井住友銀行の振込手数料についてはあらかじめ設定されています。 

 

 

 

 

  ＜口座情報・運用環境登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜銀行一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 振込手数料の新規登録 

(1)口座情報・運用環境登録サブメニューから 

 「振込手数料の設定」を選択してください。 

(2)銀行一覧画面が表示されます。 

  新規登録ボタンを押してください。 
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＜新規登録：振込・振替の手数料設定を総合振込と“同じ設定”にしている場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)新規登録画面が表示されます。 

  ①銀行コード(4 桁)を入力してください。 

  ②新規登録する銀行名を入力してください。 

  ③振込・振替の手数料設定を選択してください。 

   振込・振替の手数料は総合振込と“同じ設定”または“別々に設定”を選択することができます。 

   ◆“同じ設定”を選択した場合は、設定する手数料が、総合振込と振込・振替どちらにも 

適用されます。 

   ◆“別々に設定”を選択した場合は、手数料設定切替ボタンが表示されます。 

     ⇒6-8 ﾍﾟｰｼﾞをご参照ください。 

  ④最低支払金額を入力してください。 

※振込手数料を先方負担として取扱う際の下限の金額です。初期値は 0円が設定されています。 

  ⑤計算方式を選択してください。 

※振込手数料が先方負担の場合、振込金額から差し引く振込手数料を決める計算方式です。 

詳細については「●手数料計算のしくみ(6-9 ﾍﾟｰｼﾞ)」をご参照ください。 

  ⑥総合振込手数料を入力してください。 

  ⑦給与振込手数料を入力してください。 

  ⑧総合振込の手数料には、ソフト内で自動的に計算される“自動計算上の金額”とご契約金融機関 

との間で取り決められ、実際に引き落としされる“実際の徴求金額”があります。 

切替ボタンを押すと表示が切り替わりますので、それぞれ入力してください。 

  ⑨入力が終わりましたら、保存ボタンを押してください。 

  ⑩振込手数料の登録を終了する場合はメニューへボタンを押してください。 

⑧ 

③ 

① 

② 

 

④ 

 

⑥ 

 

 

 

⑦ 

⑤ 

⑩ ⑨ 
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～振込・振替の手数料設定を総合振込と“別々に設定”にしている場合の画面例～ 

 

  “総合振込”画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  “振込・振替”画面 
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● 手数料計算のしくみ 

 

三井住友銀行の他店の口座へ 30,000 円振り込む際の例を元に説明します。 

（30,000 円未満の手数料 … 220 円、30,000 円以上の手数料 … 440 円） 

 

 

◆ 手数料当方負担の場合 … 振込人が手数料を負担します。 

 

◆ 手数料先方負担の場合 … 先方が手数料を負担します。 

                     支払金額から手数料を差し引いた金額を振り込みます。 

計算方式が 

   据置型
．．．

のとき、     30,000 円未満の手数料 … 220 円、 

               30,000 円以上の手数料 … 440 円 

   未満手数料加算型
．．．．．．．．

のとき、30,220 円未満の手数料 … 220 円、 

               30,220 円以上の手数料 … 440 円 

   以上手数料加算型
．．．．．．．．

のとき、30,440 円未満の手数料 … 220 円、 

               30,440 円以上の手数料 … 440 円 

   として計算されます。 

 

各計算方法の例を下記に示します。（支払金額が 30,300 円の場合） 

 

 

 

振 

込 

人 

銀 

行 

先 

方 

30,000 円振込依頼 30,000 円振込 

440 円手数料支払 

手数料請求 

440 円 
引落金額 

… 30,000 ＋ 440 

＝30,440 円 

 

 

 

 

振 

込 

人 

銀 

行 

先 

方 

30,300 － 440 

＝ 29,860円振込依頼 
29,860円振込 

220円手数料支払 

手数料請求 

220円 
引落金額 

… 29,860 ＋ 220 

＝ 30,080円 

● 据置型 
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振 

込 

人 

銀 

行 

先 

方 

30,300 － 440 

＝ 29,860円振込依頼 
29,860円振込 

220円手数料支払 

手数料請求 

220円 
引落金額 

… 29,860 ＋ 220 

＝ 30,080円 

● 未満手数料 

     加算型 

 

 

振 
込 

人 
銀 

行 

先 

方 

30,300 － 220 

＝ 30,080円振込依頼 
30,080円振込 

440円手数料支払 

手数料請求 

440円 
引落金額 

… 30,080 ＋ 440 

＝ 30,520円 

● 以上手数料 

     加算型 
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２ 銀行グループの登録 

 

銀行グループ内を振込先とする振込について振込手数料が本支店扱いとなる場合、本機能を利用する 

ことで先方負担時の振込手数料を本支店扱いとして自動計算します。 

ここでは、銀行グループを新たに登録する方法について説明します。 

 

 

 

 

  ＜銀行一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜銀行グループ登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 銀行グループの登録 

(2)銀行グループ登録画面が表示されます。 

  ①銀行グループ一覧の新規登録ボタンを 

押してください。 

  ②銀行グループ新規追加画面が表示されま

す。銀行グループ一覧の表示順を、1～9999

の数字で入力してください。 

  ③銀行グループ名を入力してください。 

  ④保存ボタンを押してください。 

(1) 銀行一覧画面より銀行グループボタンを 

押してください。 

① 

② 

③ 

④ 
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  ＜銀行グループ一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜銀行グループ一覧＞ 

 

 

(3)銀行グループ登録画面に戻ります。 

  (2)で登録した銀行グループに属する銀行名を 

  選択します。 

① 行情報一覧の新規登録ボタンを押して 

ください。 

② 行情報新規追加画面が表示されます。 

銀行コード(数字4桁)を入力してください。 

③ 銀行名を入力してください。 

④ 保存ボタンを押してください。 

(4)銀行グループ登録画面に戻ります。 

引き続き銀行情報を登録する場合は (2)の 

操作から行ってください。 

 

  登録がすべて終わりましたら、メニューへ 

ボタンを押してください。 

② 

③ 

④ 

① 

～金融機関検索～ 

 金融機関検索ボタンより検索が可能です 

 該当の銀行名を選択してください。 
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３ 支店グループの登録 

 

共同店舗間の振込において、振込手数料が同一店内扱いとなる場合、本機能を利用することで先方負担 

時の振込手数料を同一店内扱いとして自動計算します。 

 

 

 

 

 ＜銀行一覧＞ 

３－１ 支店グループの登録 

(1) 銀行一覧画面より該当の銀行を選択のうえ、

支店グループボタンを押してださい。 
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  ＜支店グループ登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

(2)支店グループ登録画面が表示されます。 

  ①新規登録ボタンを押してください。 

  ②新規登録画面が表示されます。 

   Noを入力してください(数字 4桁)。 

③出金口座の支店コード(数字 3 桁)を入力して

ください。 

④出金口座の支店名を入力してください。 

⑤振込先口座の支店コード(数字 3桁)を入力 

してください。 

  ⑥振込先口座の支店名を入力してください。 

  ⑦振込口座の支店あての振込手数料を(本支店

あてではなく)同一店内あて振込手数料とし

て計算する場合に選択(チェック)してくだ

さい。 

※同一店内あて振込手数料として計算しな

い場合はチェックをはずしてください。 

⑧振込指定日を入力してください。 

※特定日から適用させたい場合にその日付

を入力します。 

※振込指定日を入力しない場合は、入力した

当日より適用されます。 

⑨保存ボタンを押してください。 

(3)支店グループ登録画面に戻ります。 

引き続き支店情報を登録する場合は(2)の 

操作から行ってください。 

 

  登録がすべて終わりましたら、メニューへ 

ボタンを押してください。 

① 

② 
③ 
④ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑨ 

① 

～金融機関検索～ 

 金融機関検索ボタンより検索が可能です 

 該当の銀行名を選択してください。 

 

～カレンダー～ 

 振込指定日はカレンダーより選択可能です。 

  ①振込指定日を選択します。 

  ②確定ボタンを押してください。 
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６. ４ オプション機能設定 
 

≪ＳＭＢＣパソコンバンクサービス(国内版)≫のオプション機能設設定について説明します。 
 
 

１ 通常の操作手順 
 

  ＜口座情報・運用環境登録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜オプション機能設定＞ 

 

 

 

 

 

(1)口座情報・運用環境登録サブメニューから 

 「オプション機能設定」を選択してください。 

(2)オプション機能設定画面が表示されます。 

 ①総合振込､給与/賞与振込､個人地方税 

納付、他システム作成データ送信サービス

(総合振込､給与/賞与振込､個人地方税納

付)でデータ送信の終了後に送信記録票を

自動的に印刷する場合は“あり”を選択、

印刷しない場合は“なし”を選択してくだ

さい。 

  ②総合振込､給与/賞与振込､個人地方税納付、 

他システム作成データ送信サービス(総合

振込､給与/賞与振込､個人地方税納付)で 

データ送信の終了後にデータ伝送用の合計

票を自動的に印刷する場合は“あり”を 

選択、印刷しない場合は“なし”を選択し

てください。 

  ③他システム作成データ送信サービス(※)で 

さくらフォーマットでデータ送信を行う 

場合は“あり”を選択、行わない場合は 

“なし”を選択してください。 

   ※［９．２ 他システム作成データ送信］ 

 （9－2 ﾍﾟｰｼﾞ）をご参照ください。 

  ④保存ボタンを押してください。 

④ 
① 

② 

③ 


